
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

令和８年３月６日 

【内容】 

① 学力向上の取り組み 

② 健やかな体の育成の取り組み 

③ 地域学校協働活動 

④ 人材育成・組織経営 

⑤ 誰もが安心して過ごすために 

・いじめへの対応 

・豊かな心の育成 

・特別支援教育 

 



①学力向上の取り組み 

【学年内での教科分担】 
学年内で担当教科を決め、学習内容や指導方法について共有し、指導の充実を図った。

また、ワークシートなど学年で共有したデータを残し、次年度以降も学校の財産として活

用できるように積み重ねていけるようにした。 

 

高学年における一部教科分担制 

・３人の担任がそれぞれ１教科を受け持ち、全学級の授業を進めた。 

分担した教科：「理科」「社会」「外国語・書写」 

・１教科の教材研究に費やす時間が増え、より分かりやすい授業づくりを行えた。 

・複数の教員が学級に関わることで、学年全体で児童の様子を丁寧に見ることができた。 

・担任だけでなく様々な先生と関われることができ、子ども達にとっても安心して楽し

い学校生活につながることを目指した。 

 

 

【生活科・総合的な学習の時間の充実】 
  学校教育目標実現に向けて、低学年は生活科、高学年は総合的な学習の時間の授業に力

を入れて取り組んだ。 

  ・「こうしたい」という思いを子どもがもち、それを実現するためにどうしたらよいか

考えるといった主体的に学ぶ力を育んだ。 

・身近な生活や地域に目を向ける学習を通して、友達と問題を解決しようとしたり、よ

りよくしようとしたりと仲間と響き合う姿が見られた。 

・子どもの成長を見取り価値づけ、これからも探究的な学びができるようにしていく。 

 
 

＜資料 横浜市学力・学習状況調査（昨年５月に実施）＞ 
〇傾向 

・学力は、全体的に横浜市の平均を上回っている。 

・生活や学習に対する意識は 学年によって偏りが見られる。 

 〇次年度に向けて 

・学習する意味を見出せるようにする。 

そのために、発達段階に応じて、今の学習がどんなことに、 

つながっているのか、立ち止まったり振り返ったりする場面を 

設ける。 

・児童が、「分かった」「楽しい」と思える授業を目指す。 

そのために、学年で児童の実態を共有しながら、 

教材研究をするようにしていく。 

◆青色＝学力状況調査の結果 
◆黄色＝学力意識調査の結果  
◆赤色＝生活意識調査の結果 



②健やかな体の育成について 

【健康教育】 
 学校保健委員会の取り組み 

毎年、児童の実態から健康な生活をするためのめあてを決めて取り組んでいる。 

・今年度のテーマ「ICT 機器とのつきあい方を考えて、より健康になろう」 

・第１回学校保健委員会…学校眼科医による講演、 

児童が考案した健康体操の体験。 

・第２回学校保健委員会…前期のめあての振り返り 

自分の生活を振り返ることで、一人一人が健康への意識を高 

められるようにした。 

 

 

【体力向上】 
児童運動委員会による体力向上の取り組み 

児童が楽しんで体を動かせる取り組みを企画、運営し、休み時間に実施した。 

 ＜実施した運動＞ 

〇どろけい…運動に親しむことと、学年みんなで仲良く体を動かすことをねらって実施。 

〇縄跳びチャレンジ…運動に親しむことと、子どものやる気を高めることをねらって実施。 

  ・「前跳び」に限定することで、誰もが安心して取り組めるようにした。 

・跳んだ回数をランキングにしたことで「もっと頑張 

ろう」という気持ちを持てるようにした。 

・２分間という時間設定が、長すぎず短すぎず、子どもの 

やる気を引き出せた。 

 

次年度は、年間を通して定期的に取り組みやすい活動を考えていく。 

 

 

【食育】 
給食週間の取り組み（バランスのよい食事を食べて元気に過ごすために） 

  ・各学級がめあてや取組を画用紙にまとめ給食室前に掲示 

  ・児童食育委員会が、食育ランドを企画。（ウォークラリー、かるたなど） 

  

給食週間では、これらの取組を経て、食に対する関心を高めた。 

また、ぱくぱくだよりや食育だよりを活用し、様々な食に関す 

る情報を発信した。今後は、栄養職員と連携した食育指導を計画 

し実施していく。 



③地域学校協働活動 

【学校運営協議会】 

 年４回の運営協議会で、本校の取組を伝え助言やサポートをしていただいた。 

授業研究会の授業参観 

  本校が重点的に取り組んでいる生活科・総

合的な学習の時間の研究授業を参観していた

だいた。その後、ざっくばらんに感じたことを

出してもらい、本校の研究の価値づけをして

いただいた。 

 

委員と教職員との懇談 

全教職員が学校運営協議会に参加する場を設けた。学校からは、教職員から学年の様子

などについて直接伝えた。委員の方からは、話を聞いて感じたことや普段学校に対して感

じていることなどを出していただいた。互いに思いを共有することができた。 

 

今後も委員の方には、４回の運営協議会だけに限らず学校の情報を発信していく。 

 

 

 

【ガス灯倶楽部（地域学校協働本部）】 

 〇２月現在の登録者数：５７名 

 〇主なサポート活動 

 ・校外学習の引率のサポート 

 ・スポーツテストのお手伝い 

 ・公開授業研のお手伝い 

 ・各学級の総合的な学習の時間への体験参加 

 

ガス灯倶楽部の協力を得て、いくつもの教育活動をスムーズに行うことができた。 

また、１２月にはガス灯倶楽部の集いを行い、今後の活動への見通しをもつことができた。 

今後も具体的な活動内容をコーディネーターと詰めていけるようにする。 

 
 
 
 



④人材育成・組織経営（働き方） 

【経験の積み重ねとフォロー】 

 学年組織や校務分掌 

  ・若手も、それぞれの組織で役割を担当 

・ベテラン、中堅は若手をフォロー 

  大切であり、当たり前のことではあるが、それがしっかりとできている。 

  その結果、確実に若手が育ってきている。 

 

 メンター研の充実 

  ・初任から５年目までの先生が該当 

  ・月の１度、「メンター研修」の時間を確保（約１時間） 

  ・ベテランの先生が講師として指導方法について講義をする。 

  学校全体で若手を育てようとする場面が職員室だけでなく様々な場面で見られた。 

 

 

【他校の実践に学ぶ】 

 年に３回行われる区の授業研究会の参加 

  ・区の授業研究会（年２回）、市の授業研究会（年１回）に全教員が参加。 

  ・授業後の研究会では感じたことを積極的に話して、自分を高める。 

・土曜日などに他校の研究授業に参加し、研鑽している教員もいる。 

ただ、それらの授業研究会で得たものを発信する機会があまりなかった。個人が得たも

のを、共有していこうとする意識づけが、今後の課題と考える。 

 

 

【会議の効率化】 

 資料配付➡「学年研」➡「運営委員会」➡「職員会議」の流れを用いている。 

・提案事項の事前検討の徹底 

・事前の資料配付の徹底 

  ・学年間での共有の徹底 

  ・会議時間のマネジメント 

  毎週、必ず学年で話し合う時間（学年研）を確保した。学年研の場で提案内容について

確実に話し合い共有した。学年主任らが集まる「運営委員会」で内容をしっかりと検討す

ることで、職員の声も反映され、職員会議の時間はとてもスリム化されている。 

  一方、会議の中身の精選や会議時間のマネジメントの点が十分ではなかった。職員の負

担を少なくし、気持ちよく働ける環境づくりを今後も意識して努めていく。 



⑤誰もが安心して過ごすために 

☆いじめへの対応 いじめの未然防止、早期発見 

【いじめアンケート等による実態把握】 
・今年度も、年度当初と年末にいじめに関するアンケートを実施した。アンケートの実施

後には、不安を感じている児童に声を掛けたり、担任や専任等と面談を行ったりと、「い

じめの未然防止、早期発見」に努めた。 

・毎日の健康観察と一緒に横浜スタディナビによるアンケートを実施したり、年２回の児

童理解に関するアンケートを行ったりと、児童の思いや考えを知ることができるような

取り組みを行った。 

 

教職員は、今年度も一丸となって「いじめは絶対に許さない」という姿勢で、児童の様子

に目を配り、小さな変化にも気付けるようにした。 

 

 【情報の共有と話合い】 
・学年や専任で情報を共有して迅速に対応したり、児童の些細な変化をキャッチして話

を聞いたりと未然防止や早期対応を図った。 

  ・毎月のいじめ防止対策委員会にて、児童の様子の経過確認や学級風土のチェックを丁

寧に行い再発防止に努めた。 

 

【教育相談の充実】 
・今年度は、スクールカウンセラー(SC）の相談日が増えたことで、児童、保護者だけ

でなく、教職員も日頃の困り感や支援方法などをカウンセラーに相談することができ

た。また、専任による日常的な声掛けや定期的な教育相談も実施し、ケースに応じて

は、スクールソーシャルワーカー（SSW）や警察などの関係機関と連携した支援を実

施することができた。 

 

【こども会議の取組】 
  ・７月、横浜吉田中学校にて「横浜吉田中ブロックこども会議」が行われた。 

横浜吉田中、南吉田小、みなとみらい本町小、本町小の代表児童が集まり、今年度の

テーマである、「いじめをしない自分でいるために ～つながる、広がる、いじめの未

然防止の輪～」について話し合った。本町小学校からは、運営員会の児童が参加し、

積極的に話合いに加わった。 

  ・８月、中区役所にて、区内の公立小中学校の代表児童が集まり、「中区こども会議」

が行われた。本町小からも代表児童２名が参加し、他中学校区の児童生徒たちと一

緒に活発に話し合いに参加した。 

 
 
 

 
いじめに対して、組織的に対応します 



☆豊かな心の育成について 

【児童の人権意識についての啓発】 
〇昇降口の掲示 

  ・昇降口を入ってすぐの壁には、今年も 

「心を豊かにするためのメッセージ」を掲示している。 

   登下校の際や給食を取りに行くときなどに、ふっと目に入り、 

   心をあたたかくしたり、落ち着かせたりすることができるよう 

   に取り組んでいる。 

 

【道徳教育の授業研修】 

〇道徳授業の研究と授業参観 

  ・今年度は、「豊かな心の育成推進校」として、道徳の授業の 
   研究と教職員間での授業参観を実施した。 

 

 

☆特別支援教育 

【低学年サポート】 
・今年度も 1 年生、２年生には、音楽の授業や給食、校外学習を含む、学校生活の様々

な場面で支援を行うサポート教員やアシスタントティーチャーを配置するなどの対

応を行った。教科指導でも生活指導の面でも、細やかな支援ができるよう取り組んだ。 

 

【丁寧な引継ぎと児童理解】 
・前年度からの引継ぎを丁寧に行い、時間をかけて児童理解に努めた。 

・年間を通して、定期的に児童理解研修や児童情報の共有の時間を設けるなど全教職員

で児童情報の共通理解を図った。 

・昨年度に引き続き、教務主任や児童支援専任、国際教室職員が教科指導や行事のサポ

ートに入るなど、複数の職員によって支援を行うことで、児童が話しやすい相手を見

つけて、相談等ができるように努めた。 

  

【わいわい教室（国際教室）による支援】 
・授業はもちろん、学校生活の様々な場面で日本語支援が必要な児童の活動をサポート

し、安心して学校で過ごせるように取り組んだ。担当と担任で支援の状況や情報を共

有も行った。 

 

 

 

 

今後も、個別最適な学びの推進ができるような配慮を、 

学校全体で意識して行っていきます 


